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 平成 19 年６月に、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が改正され

（平成 20 年４月１日施行）、教育委員会は、毎年、教育委員会の事務の管理及

び執行の状況ついて、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用を図りなが

ら、点検及び評価を行い、その結果を議会に提出するとともに、市民に公表す

ることが義務付けられました。 

 その目的は、教育行政の執行状況を検証して、効果的な教育行政の推進に生

かすことと、市民の皆様への説明責任を果たすことにあります。 

教育理念「こころざしを持ち 夢あるひとづくり」の実現に向けて、平成 29

年度に実施した事業の内部点検及び評価を行い、さらにそれについて、教育に

関する学識経験者（以下「学識経験者」という。）から御意見をいただき、その

結果を報告書にまとめました。 

 

 

 

 

 

 

〈参考〉地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第二十六条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第

一項の規定により教育長に委任された事務その他教育長の権限に

属する事務（同条第四項の規定により事務局職員等に委任された事

務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価

を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出する

とともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育

に関し学識経験を有する者の知見の活用を図るものとする。 
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（1） 点検・評価の対象 

ア 点検及び評価 

牧之原市第２次総合計画重点プロジェクト「宝子ども育成プロジェ 

クト」における戦略プランの 10 事業を基本に、図書館管理運営事業、

文化振興事業及び教育のあり方検討事業の３事業を追加した13事業に

ついて点検・評価を行います。 

イ 報告   

教育委員会の活動 

 

（2） 評価対象期間    

平成 29 年度 

 

（3） 評価方法 

教育委員会が「自己点検・評価シート」により、内部評価を実施すると

ともに、学識経験者の知見活用として静岡大学大学院教育学研究科講師 

島田桂吾氏に総合的な評価をいただきました。 

自己点検・評価シートの様式は、市が総合計画等の進捗状況を確認、評

価する際に使用している様式をできる限りそのまま使用し、市の評価と整

合が図れるようにしています。 

授業の様子（確かな学力推進事業・ICT 活用推進事業） 
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1 総合計画と重点プロジェクト 

総合計画とは、市が総合的かつ計画的にまちづくりを進めるために策定する

ものです。目指す将来の牧之原市の姿に向け、市の総力を上げて取り組む計画

です。 

また、基本構想における重点戦略を価値判断基準として、重点的、横断的に

取り組む施策群を重点プロジェクトと位置付け、積極的な事業展開をするとし

たものです。 

重点プロジェクトにおける事業を「戦略プラン」と呼んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 宝子どもプロジェクト 戦略プラン 

総合計画には、５つの重点プロジェクトがあり、その中の１つ「宝子どもプ

ロジェクト」に、教育委員会が関係する次の 10 の戦略プランがあります。こ

れらの戦略プランについて、点検及び評価を行います。 

 

（１）確かな学力推進事業 

児童生徒が「確かな学力」を育むため、指定研究校を設け、学校の創意  

工夫を生かした校内研修を進めるとともに、教育委員会の指導・助言の下で

授業改善を推進する。 
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（２）学習支援サポーター 

学習内容における基礎基本を確実に習得するため、児童生徒の様々な特 

性に応じて学習活動の支援を行い、きめ細かな授業を実践。 

 

（３）児童放課後学習支援事業 

   学習内容の定着が十分でない児童に対して、基礎的な内容を身に付ける

学習の場を提供するため、放課後の時間を活用し、学習支援や学習相談を

実施する。 

 

（４）英語力向上サポート事業 

   児童生徒がこれからの国際社会に必要な資質やコミュニケーション能力

を養うため、ALT（外国人英語指導助手）を配置して外国語活動を低学年か

ら行なうとともに、長期休暇を利用したイングリッシュキャンプを企画実

施する。生徒が英語検定を受験しやすい環境とするため、市の公共施設を

会場にした英語検定試験も実施する。 

 

（５）理科支援員配置事業 

   理科授業をより効果的に進め、児童が理科への興味関心を高め、学力向

上につなげる。理科支援員を３名配置し、実験準備など理科授業の環境整

備を支援する。 

 

（６）ＩＣＴ活用推進事業 

   児童生徒の学習内容の定着を高めるため、さらに情報機器の活用力を身

につけるために、校内 LAN 等の環境整備と電子黒板やタブレット等を活用

した授業を実施するため、指定校を設け、実践研究を推進する。 

 

（７）男子力・女子力アップスクール事業 

   接遇・行動力等の力を増強し、自信をもって恋愛や結婚に対して積極的

に臨むことができる若者を増やすため、各種講座・セミナー等を開催する。 

 

（８）学校支援地域本部事業 

   学校と地域との連携構築を図り、地域の教育力向上、児童・生徒の学力

向上のため、中学校区ごとに学校支援コーディネーターを配置する。 

 

（９）子ども体験プログラム推進事業 

   子どもの創造力育成のため、地域の大人の指導者とのふれあいの中で、
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家庭や学校生活では得られない社会奉仕体験・自然体験など様々な体験活

動の場を提供する。また、臆することなく英会話でコミュニケーションが

とれるよう、英語に接する機会を提供するとともに、授業の復習をする。 

 

（10）こどもがつくるまち事業 

   子どもが主体となり、子どもならではの発想でつくる夢のまち「キッズ

タウンまちのはら」に市内小中学生が参加し、働く、収入を得る、消費す

るという、一連の社会の仕組みを遊び通じて学ぶ。 

 

 

３ 追加評価する事業 

戦略プランではありませんが、教育大綱と照らし合わせ、点検・評価が必要

と判断した次の３項目について、平成 29 年度から追加します。 

 

（11）図書管理運営事業 

   利用者のニーズにあった図書館運営を行うとともに、図書館に足を運ぶ

ことができない市民に読書の機会をつくることで、読書の推進と普及を図

る。 

（12）文化振興事業 

   国、県及び市指定の有形無形文化財の保護・保全に努め、郷土の貴重な

財産である文化財を継承し、愛護する心を育てる。 

 

（13）教育のあり方検討事業 

   これからの複雑で予測困難な社会を生きる子どもたちには、どのような

学びが必要なのか、その望ましい教育環境について、児童数の減少や施設

の老朽化も視野に入れ検討する。 
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菊川市 

 

■基本理念 （目指す教育の根本となる考え方） 

こころざしを持ち  夢ある人づくり 

■教育の目標 

◎気づき、考え、行動する人を育成します 

◎学ぶ意欲を高め、確かな学力をつける教育を進めます 

◎人を思いやり、人との対話を大切にする心を育成します 

◎豊かさが実感できる教育を推進します 

◎地域活動の充実を図ります 

  

■教育の目標と基本方針 

気づき、考え、行動する人を育成します 

  

◆目標を達成する喜びと感動を育む教育の推進 

目標を立て、努力して達成することにより、学びの喜びと感動を実感する教育を進

めます。 

 ◆健康な体と心を育成し、存在感と肯定感を持てる教育の推進 

   身体の健康の向上に努めるとともに心の健康も充実させ、自他を大切にする思いを

育て、自分に自信を持てる教育を目指します。 

 ◆自ら学び、考え、判断して行動する力を養う 

   ものごとの本質を見る目を養うとともに、自ら学び、自ら考え課題を解決する力を

つけます。 

 

学ぶ意欲を高め、確かな学力をつける教育を進めます 

 

 ◆学びたいという意欲を育む教育の推進 

   幼児期から、体験活動を通して自ら進んで学びたいという気持ちと態度を育成しま

す。 

◆国際理解と英語（外国語）教育、理科教育の推進 

  国際化する社会をたくましく生きていくために、多様な考えを受け入れる力やコミ

ュニケーション力をつける学習を進めるとともに、国語力の向上に努めます。また、

科学への興味や関心を深め、ものづくりの基礎となる理科教育の充実を図ります。 

◆情報機器（ICT）を活用し、楽しみながら積極的に学ぶ教育の推進 

牧之原市教育大綱 
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  情報化が進む社会に対応し、情報の活用能力を高める教育を推進し、お互いを理解

するためのツールとして情報機器の活用を進めます。 

 ◆小中学校の適正配置と学ぶ環境の整備 

   児童数の減少や学校施設の老朽化に伴い、子どもたちが学びやすい環境を整えるた

め小中学校の規模と配置の適正化を図ります。 

 

人を思いやり、人との対話を大切にする心を育成します 

 

 ◆人との出会いやふれあいを大切にし、お互いを認め尊重する 

   人とのふれあいを通して人の温かみや人を思いやる心を育み、互いの人格を認める

心を育てます。 

 ◆自立と共生の心を育み、生命を尊重する心を育む 

   自分を正しく見る目を養うとともに、家族や仲間を大切にする心を養い、いじめを

なくし命の大切さと生きる喜びを育みます。 

 

豊かさが実感できる教育を推進します 

 

 ◆地域の自然を愛し、大切にする郷土愛を育む 

   豊かな自然の恩恵を通じて、郷土のよさを感じとり、住んでいるまちや人を愛する

心を育てます。 

 ◆本との出会いを大切にする図書環境の充実   

   本を好きになり、本を大切にする心を養い、図書に携わる人の育成と支援活動を推

進し、身近に読書が楽しめる環境を整えます。 

 ◆文化芸術の振興とスポーツ活動の充実 

   心豊かで生きがいを持って暮らすため、文化芸術の振興と充実を図ります。スポー

ツに親しむ環境を整え、スポーツ活動を充実させることで心と体を育成します。 

 ◆郷土の歴史や文化財を大切にし、将来にわたって引き継ぐ 

   市内に数多く残る文化財、郷土の発展や人々のために尽くした鈴木梅太郎博士をは

じめとする多くの偉人、これらの財産や功績を受け継ぎ、広く知らしめるとともに後

世へ残していきます。 

 

地域活動の充実を図ります 

 

 ◆年代を超えた交流により、一人一人が主体となった地域づくりを目指す 

   子どもから高齢者まで地域に暮らす一人一人が役割を持ち、世代間の交流を図って地域

活動をすることで活力ある人づくり、地域づくりを目指ざします。 

 ◆生きがいを持った豊かな暮らしを目指す地域の生涯学習活動の推進 

   コミュニティー活動やボランティア活動、グループ活動などの生涯学習活動を活発

化させ、暮らしの中に生きがいと豊かさを育みます。
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４  牧之原市教育委員会 

自己点検・評価シート 
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1 教育委員会活動 

（1） 教育委員会とは 

教育委員会は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」（以下「地  

教行法」という。）の定めるところにより、学校その他教育機関の設置・管

理、その他の教育事務を執行することを職務権限とする行政委員会であり、

教育長及び４人の委員をもって組織される合議体の執行機関です。 

（2） 教育委員会の構成 

牧之原市教育委員会の構成は、次のとおりです。 

ア 教育長  

教育長は、牧之原市長の被選挙権を有する者で、人格が高潔で、教育  

行政に関し識見を有するもののうちから、市長が、市議会の同意を得て

任命します。教育長は、教育委員会の会務を総理し、教育委員会を代表

します。任期は３年で常勤です。 

イ 委 員  

委員は、牧之原市長の被選挙権を有する者で、人格が高潔で、教育・  

学術及び文化に関し識見を有するもののうちから、市長が、市議会の同

意を得て任命します。任期は４年で非常勤です。 

 

◎ 牧之原市教育委員会委員の紹介       （平成 30年３月現在） 

役職名 氏  名 任    期 

教 育 長 坪 池   洋 平成27年10月 １日～平成30年 ９月30日 

委   員 

(教育長職務代理者) 
大 石 幸 雄 平成28年11月16日～平成32年11月15日 

委   員 澤 田   衛 平成26年11月16日～平成30年11月15日 

委   員 吉 住 幸 子 
（平成25年12月３日～平成29年12月２日） 

平成29年12月 ３日～平成32年12月２日 

委   員 寺 井 ゆ み 平成27年12月 ９日～平成31年12月８日 

 

５ 教育委員会活動等報告 
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（3） 教育委員会の活動 

教育行政の基本的な施策の決定や諸問題の解決策の重要案件等を処理す

るため、原則として、毎月１回開催する定例会と、必要に応じ緊急案件を処

理するために開催する臨時会のほか、事務局との情報交換・事務報告・その

他の打合せ等を行っています。 

 

平成 29 年度 教育委員会開催状況 

 

平成 29 年度 総合教育会議出席状況 

   

 

 

 

開催日 時間 会場 種類

1 ４月28日（金） 9:30～ 相良庁舎４階会議室３ 定例会

2 ５月23日（火） 13:30～ 相良庁舎４階会議室３ 定例会

定例会

授業参観

4 ７月27日（木） 9:30～ 相良庁舎４階会議室３ 定例会

5 ８月23日（水） 9:30～ 相良庁舎４階会議室３ 定例会

定例会

授業参観

7 10月24日（火） 9:30～ 相良庁舎４階会議室３ 定例会

8 11月21日（火） 9:00～ 相良庁舎４階会議室３ 定例会

9 12月22日（金） 9:30～ 相良庁舎４階会議室３ 定例会

定例会

授業参観

11 ２月23日（金） 9:30～ 相良庁舎４階会議室３ 定例会

12 ３月２日（金） 11:00～ 相良庁舎４階会議室３ 臨時会

13 ３月27日（火） 9:30～ 相良庁舎４階会議室３ 定例会

10 １月23日（火） 菅山小学校9:15～

９月25日（月） 川崎小学校9:15～

3

6

相良小学校６月27日（火） 9:15～

開催日 時間 会場 出席者 議事

1 2月15日 9：00～10：30
市役所榛原庁舎
４階会議室

８名
市長、教育長、市教育委員
３名、学組教育委員３名

・次期学習指導要領に関する対応
について
・教育環境の整備について
・図書館のあり方について
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２ 教育委員会が管理・執行する事務 

 教育委員会の職務権限は地教行法第 21 条に定められていますが、その職務

権限に係るもののうち、以下のものについては、同法第 25 条により教育長に

委任することができず、直接、教育委員会が行うこととされています。 

 

① 学校教育又は社会教育に関する一般方針を定めること。 

② 学校、公民館及び図書館の設置及び廃止を決定すること。 

③ １件300万円を超える教育財産の取得を申し出ること。 

④ 県費負担教職員の懲戒及び県費負担教育職員たる校長の任免その他の進

退について内申すること。 

⑤ 県費負担教職員の服務の監督の一般方針を定めること。 

⑥ 前２号に定めるもののほか人事の一般方針を定め及び懲戒を行うこと。 

⑦ 県費負担教職員以外の校長、公民館長及び図書館長の任免を行うこと。 

⑧ 教育長及び教育委員会事務局、教育委員会の所管に属する学校その他の教

育機関の職員の任免その他の人事を行うこと。 

⑨ 学校、公民館及び図書館の敷地を選定すること。 

⑩ １件500万円以上の工事の計画を策定すること。 

⑪ 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃を行うこ

と。 

⑫ 教育予算その他議会の議決を経るべき議案について意見を申し出ること。 

⑬ 社会教育委員、公民館運営審議会委員及び図書館協議会委員を委嘱するこ

と。 

⑭ 校長、教員その他の教育関係職員の研修の一般方針を定めること。 

⑮ 学齢児童、生徒の就学すべき学校の区域を設定し、又はこれを変更するこ

と。 

⑯ 教科書の採択及び教科書以外の教材の使用に関すること。 

⑰ 教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価を行うこと。 
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  平成 29 年度牧之原市教育委員会議案一覧 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案
番号

会議月日 件名

1 29.4.28 牧之原市立小中学校の主任等の任命について

2 29.4.28 牧之原市立小中学校の学校評議員の委嘱について

3 29.4.28 平成29年度榛原地区教科用図書採択連絡協議会委員の選出について

4 29.4.28 牧之原市社会教育委員の委嘱について

5 29.4.28 牧之原市文化財保護審議会委員の委嘱について

6 29.4.28 牧之原市生涯学習推進事業委託費交付要綱の一部を改正する要綱

7 29.4.28 御前崎市牧之原市学校組合規約の変更に関する教育委員会の意見について

8 29.6.27
平成29年度特別支援教育就学奨励費補助金対象児童生徒の支弁区分の決定に
ついて

9 29.6.27
牧之原市私立幼稚園就園奨励費助成金交付要綱の一部を改正する要綱につい
て

10 29.7.27
平成30～31年度使用の小学校用「特別の教科道徳」の教科用図書の採択につ
いて

11 29.7.27
平成29年度特別支援教育就学奨励費補助金対象児童生徒の支弁区分の決定に
ついて

12 29.10.24 牧之原市教育のあり方検討委員会条例の制定について

13 29.10.24 牧之原市児童、生徒の就学等に関する規則の一部を改正する規則

14 29.12.22 牧之原市教育のあり方検討委員会への諮問について

15 30.1.23 教職員の処分について

16 30.1.23 牧之原市いじめ防止等のための基本的な方針の改訂について

17 30.1.23 成29年度牧之原市教育委員会表彰者の決定について

18 30.1.23 牧之原市立幼稚園保育料徴収条例施行規則を廃止する規則

19 30.2.23 牧之原市生涯学習推進事業委託費交付要綱の一部を改正する要綱

20 30.2.23 平成29年度牧之原市教育委員会表彰者の決定について

21 30.3.2 県費負担教職員人事内申について

22 30.3.2
吉田町牧之原市広域施設組合規約の一部を変更する規約に対する意見聴取に
ついて

23 30.3.2 教育長辞職の同意について

24 30.3.16 教職員の処分について

25 30.3.27 牧之原市立小中学校管理規則の一部を改正する規則

26 30.3.27 牧之原市児童、生徒の就学等に関する規則の一部を改正する規則

27 30.3.27 牧之原市立小中学校処務規程の一部を改正する規程

28 29.3.27 牧之原市学校教育振興事業費補助金交付要綱の一部を改正する要綱
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 牧之原市教育委員会自己点検・評価は、牧之原市第２次総合計画重点プロジ

ェクト「宝子ども育成プロジェクト」における戦略プランの 10 事業と、図書館

管理運営事業、文化振興事業及び教育のあり方検討事業の３事業を加えた 13 事

業について行うこととされている。 

 評者は牧之原市教育委員会より提出された「自己点検・評価シート」の項目

及び内部評価結果について、総合的な評価を行った。 

 

（１）確かな学力推進事業 

   研究指定校の研究発表会参加人数及び参加した教員の満足度は目標値を

超えており、機能していると思われる。ただ、「授業がわかると思う児童・

生徒の割合」がやや低下したため、さらなる向上策に期待したい。 

 

（２）学校支援サポーター設置事業 

 学習サポーターが入った授業の児童生徒の理解度は 96％と高い数値を示

しており、機能していると思われる。学習支援サポーターの年間勤務時間は

昨年度より減少したが、次年度は増員予定のようなのでさらなる改善に期待

したい。 

 

（３）児童放課後学習支援事業 

   参加児童生徒数は目標値に届いていないものの、事業が定着しつつある

と思われる。保護者アンケートも 84％と高い数値を示しているが、少数意

見に耳を傾けながらさらに満足度を高める工夫に期待したい。 

 

（４）英語力向上サポート事業 

   英語力は、国際化を迎えた現代社会を生き抜くために、児童・生徒にと

って不可欠なツールとなるであろう。その機会として ALT が入った、外国

語・英語実施授業時間数が目標を上回ったことは良い傾向であろう。ただ、

「英語で ALT とよく話をする」と回答した割合が半分に満たない現状もあ

るため、さらなる改善を期待したい。 

 

（５）理科支援員配置事業 

   児童の理解授業の関心度及び満足度が 97.5%と大変高い数値が示されて

おり、「理科離れ」が問題視される昨今の状況においては大変良い環境であ
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るといえる。ただ、理解支援員の活動時間数が目標を下回っており、学校

規模による不均衡も見られるため、改善に期待したい。 

 

（６）ICT 活用推進事業 

 ICT 機器一式の配備数は目標値通りであり、計画的に導入を進めているこ

とは評価できる。ただ、ICT を活用した授業を実践できる教員の割合は 67%

にとどまっていることから、ICT を気軽に活用できる工夫を促すことが必要

であろう。 

 

（７）男子力・女子力アップスクール事業 

 国の地域少子化対策推進事業として実施しているものであるが、開催回 

数は昨年度と同じであるにもかかわらず、参加者延べ人数が大幅に減少して

いる。また、「異性に対して積極的になれた人」の割合も目標値を下回って

おり、何らかの改善が必要であろう。 

 

（８）学校支援地域本部事業 

   次期学習指導要領のキーワードである「社会に開かれた教育課程」を実

現するためには、学校支援コーディネーターが果たす役割は大変大きい。

ボランティア派遣活動日数が目標値を大きく下回っているが、よりよい効

果を生み出すためにも学校教育と社会教育が連携しながら事業推進をはか

ることを期待したい。 

 

（９）子ども体験プログラム推進事業 

   変化が激しい社会を生き抜くためには、子どもの頃から多くの体験活動

を経験することはとても重要なことである。子ども教室及び英会話教室の

参加者は目標値を上回っており大変良いと思われる。ただ、学校・家庭・

地域での子どもたちへの教育力向上の取組の満足度は 44.2%にとどまって

いることから、市民への広報等にも力点を置いていただきたい。 

 

（10）こどもがつくるまち事業 

   子どもたちが「まちづくりを担う１人の市民」と捉えることを目的とし

ており、「キャリア教育」や「シチズンシップ教育」にもつながる事業であ

ると思われる。本事業の成果を学校教育にも還元できる仕組みを検討する

など、さらなる改善に期待したい。 
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（11）図書館管理運営事業 

 来館者数は昨年度より減少しているが、ボランティア養成講座やおはな 

し会参加者数が大幅に増加している。これは図書館の従来からのイメージで

ある「本を借りるところ」から「情報や人が集まる空間」に変容しつつある

とも言える。図書館のあり方を改めて再定位する時期に来ているように思わ

れる。 

 

（12）文化振興事業 

 田沼意次生誕 300 年記念に関わり、市の文化を継承する重要な役割を担 

っていると思われる。300 年記念事業が終了した後も市民が文化や芸術に触

れる機会を多く設けられるように期待したい。 

 

（13）教育のあり方検討事業 

   人口減少や AI 等により、急激に変化をする次代を見据えて、牧之原市の

教育や学校設備のあり方を検討することはとても重要なことである。広く

市民にも周知しながら、「子どもを通わせたいと思える学校づくりへの取組

に対する市民満足度」が高まる工夫にも期待したい。 

 

 以上が、牧之原市教育委員会が実施している 13 事業を中心として、総合的な

観点から点検した評価である。全体的に、どの事業も必要性が高く、一定程度

の成果も示されており、今後も継続していくことが基本になるであろう。より

よい事業の推進のために、今後の課題として２点指摘したい。 

 

 １点目は、活動指標の見直しである。いずれの事業も活動指標がピックアッ

プされ、目標値と実績値が示されており、事業の成果を検証するものとしては

妥当であると思われる。ただ、いくつか事業のねらいとやや異なる活動指標も

見受けられた。経年変化を見るためには成果指標を頻繁に変更するのは望まし

くないが、より成果を検証しやすい指標のあり方を検討することが必要である

と思われる。 

 

 ２点目は、各課を超えた取組の推進である。市民満足度の指標となっている

「子どもを通わせたいと思える学校づくりへの取組」や「子どもを産み育てや

すい環境」を高めるためには、１つの事業だけで解決できるものではなく、複

数の事業を総合化することで解決につながるものである。そのためにも各課が

実施している事業の成果を共有しながら、各課を横断的に取り組む事業を検討

することも必要であると思われる。 
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 総合評価において、大きく２点のご指摘を受けました。 

 １点目の活動指標が適していないものがあるとのご指摘についてです。現在、

牧之原市は、平成 31 年度から第２次総合計画後期基本計画を策定中であり、今

年度から実施計画の見直しを行っております。 

 そのため、平成 30 年度分からは後期基本計画に合わせた評価をしていきます

ので、より成果を検証しやすい指標を検討します。 

 

 ２点目の課を横断する事業についてです。事業の統合化や部内で協働して事

業を行うことにより、事業の効果をより高めたり、今までにない新しい事業を

実施したりすることが可能となります。教育委員会は、教育のあり方検討委員

会からの答申を受け、今後の牧之原市の教育の方針が示していく予定ですが、

その実効性を高めるための連携・協働や体制づくりも必要であると考えていま

す。 

 

 時代が大きく変化する中、未来に向けた市の教育の目標を立て、教育委員、

担当部課、及び市民が目標を共有しながら進むことができるよう、的確な情報

提供や連携を行っていくことが必要だと考えます。 



 

 

 

 

 

 

 

牧之原市教育委員会 自己点検・評価報告書（平成 30 年 10 月） 
 

発   行  牧之原市教育委員会 
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電話：（0548）53-2642／ＦＡＸ：（0548）53-2657 

E-mail：kyoiku@city.makinohara.shizuoka.jp 
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